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Synopsis

 Historical changes in production of the matsutake mushroom, which are symbiotically associated with Japanese red 

pine trees as a secondary forest in the Heguri-Yama (presently called Yata-Hills) located in the northwestern area of 

Nara Prefecture, are overviewed with focusing on human activities and vegetative succession. Evergreen Quercus plants 

as primary natural vegetation of the Heguri-Yama frequently appeared in literature, such as  `Kojiki' ,  `Nihonshoki' and 
 `M

anyoshu' edited during the 8th and 9th centuries. The matsutake harvest in this area was first described in 1259 in 

the literature  `Toji-Hyakugoh-monjo' as seasonal tribute esteemed for Buddhism monks, and frequently appeared in this 

literature until the 16th century. This mushroom was recorded in contracts as a cash product in the 18th and 19th centuries. 

Since the early 20th century, the matsutake has become an important economic product of several local communities in 

collaboration with the tourism initiated by a local railway company. Nevertheless, matsutake production has gradually 

decreased after the late 1960s, and most local matsutake populations have become extinct. Aged red pine forests have been 

overtaken by evergreen forest, as it was like in ancient days under natural succession.
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1は じめに

平群山の松茸 について、管見資料によ り色々な

視点か らその歴史を振 り返ってみたい。松茸の発

生環境や利用の歴史 については、小川真氏1)、 岡

村 稔久氏2)、 佐原真氏3)な どの研究報告 があ り、

今 回の報文 も大筋において目新 しい ものではない。

ここでは、対象 を古代 に 「平群の山」 と呼称 され

ていた地域 に限定 した中で注1)、これまでの紹介資

料等 について松茸利用の歴 史の視点から抽 出整理

し、平群山の景観の変貌 と松茸発生の終焉 を見届

けつつある住民か らの報告 としたい。

皿 歌にみる古代の平群山

『古事記』4)に雄略天皇が後に皇后 となる若 日下

部王(わ か くさかべのみこ)に 贈った歌 に 「日下

部(く さかべ)の 、 こちの山 と、畳薦(た たみ こ

も)、 平群 の山の、 こち こちの、 山の峡(か ひ)

に、立 ち栄(さ か)ゆ る、葉広熊 白椿(は びろく

まが し)、本(も と)に は、い くみ竹生(お)ひ 、

末方(す ゑへ)に は、た しみ竹生(お)ひ 、い く
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み竹、 い くみは寝ず、 た しみ竹、た しには率寝

(ゐね)ず 、後(の ち)も くみ寝 む、その思ひ妻

(づま)、 あはれ」があ り、 この中で 「日下部の こ

ちの山(生 駒 山)」 と 「平群の山」を区別 してお

り、生駒 山地の東側 に南北に連 なる 「矢田丘陵」

一帯 を平群山とす るのが一般的な解釈である(図

1)。

同 じ 『古事記』 に、景行天皇の皇子、倭建命が

「大和 は国のまほろば、たたなつ く、青垣、山隠れ

る、倭 しうるはし、命の全 けむ人は、畳薦、平群

の山の熊 白椿(く まが し)が 葉 を、讐華(う ず)

に挿せ、その子」 と 「平群の山のクマガシ」 を歌

い、『日本書紀』5)にはほぼ同じ歌詞(こ ちらでは

白橿(し らか し))で 景行天皇が 日向国で国忍びの

歌 として歌ったことが記されている。また、 『万葉

集』6)巻16(3885)に も、乞食者(ほ かひ)注2)が

詠(う た)ふ 二首の1つ として 「愛子(い とこ)

汝夫(な せ)の 君 居(を)り 居 りて 物 にい行

くとは 韓国(か らくに)の 虎 といふ神 を 生

け捕 りに 八(や)つ 捕 り持ち来(き)そ の皮を

畳に刺 し 八重畳 平群の山に 四月(う づ き)

と五月(さ つ き)の 間に 薬猟(く す りが り)仕

ふる時 に あ しびきの この片山に 二つ立つ

櫟(い ちい)が 本(も と)に 梓弓(あ ず さゆみ)

八つ手挟(た ばさ)み ひめ鏑 八つ手挟み 鹿

(しし)待 つと 我(あ)が 居る時 にさ雄鹿の 来

立ち嘆か く たちまちに 我は死ぬべ し 大君に

我 は仕 えむ… …[後 略]」 とあ り、「平群の山

の2本 のイチイガシ」 を歌 った長歌が選 ばれてい

る。

また、平群の山(矢 田丘陵)は 、平安時代(承

平年間、931～938)に 編纂 された 「倭名類聚抄』7)

記載の平群郡の六郷に包 まれるように所在する丘

陵であ り&9)、平群地域の呼称 を代表する存在 とし

て古代の人々に親 しまれていた ことであろう注3)。

これらに歌われた内容か ら、平群山は古代に歌垣

の場 として男女が恋の歌 を交わ し、鹿の若角(袋

角)を とる薬狩の場 として広 く知 られていた。当

地において歌い継がれていた 「歌」が、天皇や皇

子の逸話に仮託 して位置付けられたことであろう。

そ こには様々な樫の巨樹林が緑深 く繁茂 し、その

葉付の枝 を髪 に挿 して、樫の生命力 を受 け取 る儀

式 も行われていた9)と考 えられている注4)。クマガ

シの種類 については、ハ ビロ(葉 幅が広い)ク マ

ガシやイチイガシ、シラカシの表現か ら、特定の

カシに限定する必要 はない と考 えられる。また、

平 群 臣 の祖、 志 毘(し び)(『 日本書 紀 』 で は

「鮪」)を 中心 とした歌合わせの所在 も、「古事記』

では 「歌垣」 としか記 されず(『 日本書紀』では海

柘榴市(つ ばいち))、 事 の真偽 は別 として、記録

者の意識 は 「平群山の歌垣」であったか もしれな

い ○

こうした内容から、平群 山一帯はカシなどの常

緑広 葉樹 が密 生 す る 自然豊 か な環境 が想 起 さ

れ注5)、松茸の発生 に適 した環境ではなかった と考

えられる。平群郡飽波郷にあたる安堵町東安堵遺

跡の発掘調査に伴 う縄文晩期の古環境の復原で も、

「アカマッ」などの二次林の広が りはみ られなかっ

た ことが確認 されている10)。矢田丘陵周辺の古墳

時代頃までの遺跡の広が りも限定的であ り11)、広

葉樹林帯で採取 される 「ヒラタケ」 などの菌類が

秋の食卓を彩ったことであろう。

皿 遺跡 から知 られ る開墾の経過

遅 くとも奈良時代 には条里制が施行 され12)、中

世前半段階になると文献上で荘園の広が りが確 認

で きる1a14)。これ までの平群 町域 の発掘調査の結

果からも尾根や微高地(古 墳 も)を 削平 して地形

の平坦化 を図るなど農地造成の広が りや園地を持

つ土豪の居館的な建築遺構が確認されるなど15-22)、
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景観の人工的な改変が進んでいることが確認 され

ている。

特 に三里遺跡では三里古墳 の東150m付 近で豪

族居館 に伴 うとみられる鎌倉期の石組みの園地遺

構15)、梨本遺跡で も長屋王墓 の50m西 側でやは

り同時期の小規模 な石組みの園地を配 した掘立柱

建物が確認されてお り16)、町内各所の調査17　22)に

おいて も中世段 階の農地造成を伴 う耕作地の広が

りを確認 している。棋原から椿井に導水 されてい

る 「乾殿(い ぬい どの)用 水(大 井手(お おいで)

用水)」 など広域にわたる灌概用水2a24)も、遅 くと

もこの段階には整備が進んだと考えられる注6)。当

然のことなが ら山林の伐採 も進み、里山的な二次

林 としての松樹 の繁茂が考 えられる。生産拡大に

向けて大開墾時代が幕 を開けた といえ、結果 とし

て松 茸の発生環境 が整備 されつつあったのであ

る注7)。

】V松 茸の資源活用

1.中 世 …… 献上品

平群 町北東部、棋原(し ではら)・ 上庄(か み

しょう)・ 西向(に しむかい)・ 櫟 原(い ちは ら)

の一部 に広がる東寺(教 王護国寺)の 荘 園、「平野

殿庄(ひ らのどのの しょう)」 に関係する史料が東

寺百合文書に多数含 まれてお り、この中に松茸の

献上 に関連す る記録2与35)が知 られている(表1)。

こうした松茸記事に注 目した論孜3α40)も複数発表

されてお り、田村憲美氏3637)が平易 にまとめられ

ている注8)。

正元元年(1259)に3人 の名主の 「私山」か ら

合計90本 の松茸 を預所が とりま とめて進上(ヨ

10③ ～⑥)し てお り、後白河法皇の愛娘 ・宣陽門

院か ら皇室領平野殿庄の寄進 を受けた仁和寺菩提

院行遍も賞翫 した とされている。

松茸は 「ミねん ぐ」 とよばれ、東寺の平野殿庄

の在地支配を象徴す る産物注9)に位置付 けられてお

り、弘安年間(1278～1288)に 供僧が預所朗遍の

非法 を追求 した時、 とくに松茸については、「『一

山之景物』 を大師三宝 に供 えず、みな以て私用せ

しむるの条罪重 し」(ネ6)と の記録がある。気候

要因での当た り外れや生業 として山林 を伐採する

住民 らとの利害 もあ り、安定 した献上は望むべ く

もなかったのであろうが、東寺の僧侶達にとって、

秋の楽 しみ としての期待度の高 さが読み取れると

こ ろ で あ る。 こ う した 背 景 か ら、 応 永15年

(1408)と み られ る金 勝寺 年行 事清 尊書状(ネ

177)に は、東寺の末寺、金勝寺(平 群町棋原)に

対 して松茸の進納 を命 じてお り、金勝寺 を介 して

惣による松茸納入 を期待する動 きもみ られたので

ある。

松茸の進上は応仁の乱頃にはほとんどなくな り、

東寺の期待に答える状況ではなかったものの、平

野殿庄からは荘園制度が動揺す る南北朝以降 も永

く絶 えず、戦国時代の天文～永禄年間 まで年貢が

送 られている。(エ110・ ネ157な ど)在 地住民に

とっては、荘園支配者層の期待す る 「ミねん ぐ」

にとどまり、地域での消費 につ ながる収穫 の対象

ではなかったのである。そ して、 中世後半 には、

茶席や懐石膳 に松茸の記録がみえ、季節の珍味 と

表1東 寺百合文書 ・松茸関係文書(抄)

ヨ10③ 正元元(1259)年9月27日 「大和国平野殿庄預所定宴松茸送進状」

「平野殿例進松茸九十本、相副送文三通、令進上候、… ・」

ヨ10④ 正元元(1259)年9月25日 「大和国平野殿庄良玄松茸送進状」

「進上御年貢松茸二十本右、進上如件、正元々年… ・」

ヨ10⑤ 正元元(1259)年9月25日 「大和国平野殿庄僧範舜松茸送進状」

「進上御年貢松茸五十本右、進上如件、正元々年九… ・」

ヨ10⑥ 正元元(1259)年9月25日 「大和国平野殿庄現林松茸送進状」

「進上御年貢松茸廿本右、進上如件、正元々年・… 」

ネ6文 永7(1270)年10月17日 「聖宴申状案」

預所聖宴をしても以下のように歎ぜしめる状況となった。

「… ・当庄百姓不レ似二余所一於レ事強剛候ノ問難治事候、近年松茸如二員

数一不レ進候之問、数ヶ度難二相尋候一不レ及二返事一候・… 」

ネ177応 永15(1408)年?3月29日 「金勝寺年行事清尊書状」

「・… 毎事不合期候松茸事、先年蒙仰候之時、彼松茸山在所、今者野山二成

候之間、松茸一本不生出候… ・」
エ ー110天 文21年(1552)12月8日 「大和国平野庄公用銭支配状」

ネー157永 禄12年(1569)3月29日 「大和国平野殿庄内金勝寺年行事清尊書状」

*文 書史料典拠文献:「 東寺百合文書目録』2529)
,「鎌倉遺文 古文書』など3ぴ35).

**東寺百合文書には
,上 記以外に10数 例の松茸関係文書が知られている.
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して上流階層の食前を飾 っていた段階 といえる2>。

2.近 世 …… 商品化

平群町域 では残念なが らこの段階の資料が未確

認であるが、「平群山」の南東部、斑鳩町では法隆

寺 の裏山、梵天山(ボ ーデンや ま)に おける松茸

山の採取権を郡内の人物注10)が法隆寺か ら請け負っ

た記録が紹介 されてい る4L42)。寛保3年(1743)

の請山が一番古 い記録 とされ、寛延4年(1751)

の 「梵天山松茸取の請負願」の写真 と文面が掲載

されている41)。請負料は銀三百三十三匁で、請負

人以外 は入山せず、草木や小石 も採 らず、山内で

の宴会等 をしないとの誓約文である。この内容か

ら、松茸の採取権のみを請 け負 ってお り、寺院の

持 山である理由からか もしれないが、あ くまで も

出荷用の位置づけである。江戸時代中期 にはい ま

だ貴重な産物 として、「松茸山」を大切にしていた

ことを確認で きる資料である。誓約文中に 「山内

での宴会 をしない」 ことを含んでお り、平群の山

一帯では山中での松茸宴会がこの時期には一般化

していなかったのではないか と推測される。

また、『斑鳩町史』43)の法隆寺村 の部分にも、文

化9年(1812)の 「野山松茸請負 一札」が収録 さ

れてお り、江戸 中期 から後半にかけて松茸山の請

負状態が継続 していたことが確認で きる。

3.近 ・現代 …… 事業化

(1)全 般

近代以降は資料や伝承者 も多 く、かな り具体的

に松茸 に関係す る状況 を把握することが出来 る。

全体 として、20世 紀前半が採取量のピークであ り、

松茸菌の喜ぶ環境が広域 に存在 したことが伺 える。

「大軌 ・参急電車、松茸山紹介パ ンフレット」は大

阪電気軌道 と参宮急行電鉄 による奈良県下 を中心

と した松 茸狩 りの両面刷 りパ ンフレッ トである

(図23)。 企業名か ら昭和6年 ～15年 の作成で、

日中戦争の最中の時代背景から、「山で鍛 えよ 国

民心身鍛練運動」のキャッチ フレーズで集客 をし

ている(図2)。 鉄道会社 と提携 した指定山として

鍋料理などの料金 を統一 しての観光用松茸山経営

が盛 んだったのである。沿線図(図3)に あ る松

茸マークか ら、この時期に広域で松茸が採れ、特

図2.「 大軌 ・参急電車、松茸山紹介パンフレッ ト」(昭 和6～15年 頃)の 見開き外面
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に平群町域にあたる矢 田丘陵西側での密度の高 さ

が 目に付 く。矢田丘陵東側 には鼻高山(び こうざ

ん)と して奈良市の霊 山寺、矢田元山 として大和

郡山市の金剛山寺(矢 田寺)、 妙見山として斑鳩町

の法輪寺がある。パ ンフレッ ト左下の一覧表 には

最寄 り駅か ら指定 山までの時間と距離、近隣の観

光名所 も記 されてお り致せ り尽 くせ りである。ま

た生駒 山地では平群駅西方の福貴山や八尾市の高

安山などの指定山の他、信貴山周辺 には指定外松

茸山としなが らも3ヶ 所 の松茸マークが記 されて

いる。同様 に、矢田丘陵において も後述する斑鳩

町の梵天山、大殿 山(お どのやま)、天下山(て ん

か さん)な ど、このパ ンフレットに記載のない松

茸山も多数存在 したのである。 なお、沿線図にあ

る 「茸 山(た けや ま)駅 」は昭和2年 、元山上口

駅 と生駒駅問が開通 した際、秋期 のみの臨時停車

駅(臨 時開設駅)と しての設置であった 報5)。 こ

のパ ンフレットの時期 を含めて昭和26年 に東山駅

と改称 されて常置駅になるまでは観光用臨時駅で

あ り、6月 のまんぐわ淵(馬 鍬淵)で の蛍狩 り(源

氏蛍)と10月 の松茸狩 りシーズ ンのみ停車 してい

た46)。

(2)斑 鳩町域41'4a4ス48)

前述の西里所在の梵天山や大殿山、北庄の天下

山等で も1960年 代 まで松茸狩 りが行 われ、七輪の

炭で松茸のすき焼 きを囲み酒など酌み交 わし大い

に賑わったという。最盛期は1930年 代だった とさ

れる。昭和16年(1941)の 秋 まで、梵天山や大殿

山では秋のシーズンになる と、テ ン トを幾つ も張

り、採 り立ての松茸を焼いた り炊いた り、酒の肴

にプンプンといい匂いがいっぱいである。幾組 も

のお客 さんが仲居 さんの三味線や太鼓で ドンチ ャ

ン騒 ぎの散財 をした。 シーズ ン中は村衆が組 をつ

くり、毎晩交替で松茸泥棒の山番 をした。村衆に

とって山の夜 の酒盛 りは格 別な楽 しい コミュニ

ケーションで もあった。 しか し、太平洋戦争 中は

梵天山で松根油を採って山が荒れた り、大殿 山で

は戦時下で山で騒 げない中、次第に収量 も減少 し

ていった という。一方、矢田丘陵の稜線付近、斑

鳩町 と平群町の両町 にまたが る白石畑集落 では、

昭和35年(1960)頃 まで松 茸が何 十貫(1貫=

3.57kg)も 採れ、村 で適当に分 けて後 は八百屋に

図3.「 大軌 ・参急電車、松茸山紹介パ ンフレッ ト」(昭 和6～15年 頃)の 見開 き内面
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売ったとい う。

(3)生 駒市域

『生駒市誌』V46)に よる と、生駒市北部地域 の

外観 と特色の 「植生」の項 で、「本地域 の山地 は、

花 崩質土壌や、大阪層群の土壌地帯であ り、酸性

土 といえる。そのため、比較 的酸性 に強い植生の

植物が、自生 している。標高150m～300mの 丘

陵性 山地 に、かつては、中腹 か ら山頂 にかけて、

酸性土壌 に強い赤松 が見事 な林相 を呈 し、秋 とも

なれば香 り高い松茸が豊富 に産出した。田原松茸

はとくに良質で有名であった。奈良 ・大阪に出荷

された り、親せ き ・知己を集めての松茸 を囲んだ

宴席が、山腹で、にぎやかに催 されたものである。

一中略 一、戦時中赤松 は、軍事用 として、伐採、

供出された。戦後30年 代に入 り、松喰虫が多量に

発生、かつての赤松林の面影はな くなり、松茸 も

一部 に少量産出す るのを除いては、殆 ど見 られな

くなった」 と記 されてい る。 また、生駒市中部地

域 の外観 と特色の 「植生など」の項で、「二次林 と

してのアカマッを中心 とした松林が 自然環境保全

地区の中心 となっていたが・・中略 ・・、戦時中この

松 は軍用材 として伐採 されたのと、近年の松喰虫

の発生で枯かつす るもの も多いの とで、追々とな

くな りつつある。 アカマツ林に見 られ、人々に珍

重 されていた松茸 も今ではほとん どその影をひそ

めた。エネルギーの近代化 にともなって薪炭材の

需用がな くなって立ち枯(松 の枯木)の 利用 も用

材 としての松材の利用 も少 なくなっている」 とあ

り、松林の減少記述が丁寧 に記 されている。生駒

市南部地域の外観 と特色の 「植生」の項では、「二

次林 としての松林や杉、桧の林 も漸 く多 くなった

が、近年は松喰虫で松林 は大 きな被害 をうけて、

嘗ては松茸の産地 として著名な所 もあったが、今

はその影 をひそめた」 とある。 さらに、『生駒市

誌』資料編IV49)の 年 中行事 の項で も松茸の季節、

松茸山の開放の記述がある。 この ように、生駒市

域 の北や南部地域では、松茸の著名な産地が分布

していたことが明らかであるが、戦中戦後に衰微

してい く様子が窺える。

(4)大 和郡山市域

「信貴生駒 電車沿線名所案内」50)に、原色の路

線計画図(折 図)が あ り、沿線の名刹 として矢田

山(金 剛山寺)部 分に 「松茸名所」 と記 している。

また、本文中の矢田山金剛山寺の解説中に 「附近

一帯 ヲ矢田山 ト称 シ松茸ノ産地 トシテ其名高 ク秋

季遊山ノ客多シ」 とある。大正11年 段階に沿線の

集客 ポイン トとして取 り上 げてお り、 この時期に

著名な産地であったことが伺える。

(5)平 群町域

平群町では200種 以上の きの こ類の 自生が記録

されてお り51)、なかには広葉樹 に発生するエノキ

タケや ヒラタケなど既 に栽培市販 されている食用

きのこ類 も自生す るが、多 くの住民 はこれ らに対

して全 く関心がない。20世 紀末 まで食用 として記

憶 されてきた野生 きのこ類 は松 と共生する9種 に

限 られ、 アカマッ林 に付随 したきのこ食習慣が成

立 していた51・52)。椿井の常念寺境 内に建つ地蔵屋

形の南東の鬼瓦には松茸が描かれてお り53)、以下

にみ る よ うに 「松 茸 」 は地域 経 済 とコ ミュニ

テ ィー結束の要素のひとつで もあった。

「奈良縣風俗志編纂資料」54)

この資料の年中行事、四季の遊賞、(ほ)茸 狩の

項に、「附近二松茸山アルヲ以テ親族知友等 ヲ招待

シ茸狩 ヲ催スモノ多ク大抵行厨 ヲ携へ山上二於テ

酒食 ヲ行 ヲ例 トセリ」 とあ り、平群村の四季の行

事の中に 「茸狩」が取 り上 げられ、大正4年 に平

群町域では普通に親類縁者 などと 「茸狩の宴」 を

行っていた ことが分かる。この記録か ら、採集 さ

れた松茸の相当量が出荷 されずに地域や自家で消

費 されていたことが確認で きる。

昭和2年 「信貴生駒 電車沿道名所案内」55)

この案内は、現在 の近鉄生駒線の王寺駅～生駒

駅間が全線開通 した段階で発行 された沿線の観光

案内冊子で、写真 を多用 し、駅 ごとの見 どころを

図4.昭 和4年 「奈良縣生駒郡平群村村勢要覧」(地図
面の平群村北東部)
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紹介 している。

平群駅

◇平群山(平 群駅から西四丁)

「平群山は松茸の産地として名があり秋 には

遊山者で時ならぬ賑わひを呈す る、・・後

略」

(大軌 ・参急パ ンフの 「福貴山」のあた り

か?)

元山上 口駅

◇金勝寺(元 山上口駅附近北二丁)

「前略 ・・、春 はわらび、夏は蛍、ほととぎ

すに恵まれ秋 は栗やしいの木の実がみの り

加ふ るに松茸の産地 として名が高い、・・

後略」

昭和4年 「奈良縣生駒郡平群村村勢要覧」56)

この資料にはカラーの地図 と要覧データが両面

印刷 されてお り、表面の地図には茸山(東 山)駅 、

元山上 口駅、平群駅 の東側 と北福貴 附近 に松茸

マー クが描かれている(図4)。 裏 面のデー タで

は、林野産物 に松茸(生 ノモノ)が あ り、数量が

11β00斤 、債額が5,175円 である。1斤 が600gで

あ り、 この年、6900kgの 収穫があったことになる。

ただ し、 これは出荷 された数量であ り、地域や 自

家消費分 は含 まれておらず、収穫量の実数は更に

多かったのである。ちなみ に米 が収穫 量9031石

で慣額が25a748円 で、松茸の利益は米の2%強 に

あたる。 また、村長の俸給年額が840円 、書記6

名分が3ρ24円 であ る。単 純計算 は出来 ないが、

昭和4年 における松茸の収穫量並 びに現金収入の

ウエイ トの大 きさが見て取れる。

「上庄のあゆみ」57)

平群町の北東部、元山上口駅の東方一帯に所在

図5.平 群町襖原の山中に残る松茸狩 りの 「宴会小屋」
(平成20年11月 撮影)

す る上庄大字の歴史 をまとめた冊子に、「松 茸 ご

飯」の項があ り、詳細かつ具体的な記述がなされ

ている。「古来 より昭和40年 頃 までは、上庄の東

の山で5組 と呼 ばれた末広山 ・笠松 山 ・中田山 ・

吉崎山 ・乾山は、 日本一 と言われるほ どの松茸の

産地であった。昭和10年 頃までは、季節 ともなれ

ば、毎朝、各山々で収穫 された松茸 を近隣の商人

が競い合って買い付けに来 られ、朝市で販売 され、

朝市が より一層のにぎわいを呈 していたとのこと

であった。一方、5組 の各山々に於 いて、愛好会

がのぼ りを揚 げ盛大に松茸狩 りを楽 しんでお られ

たとの ことであった。その後、戦争の影響によ り

松茸狩 りは一時中断せ ざるをえな くなったが、戦

後昭和25年 頃より復活 し始め、来山のため利用 さ

れた信貴生駒電鉄(現 近鉄生駒線)が 満員状態に

まで となった と言われている。また、5組 の山々

か らは、三味線 ・太鼓 ・歌声が聞こえ戦前以上の

にぎわい を呈 していた とのことであった。昭和40

年頃までは、大阪より観光バスを利用 して まで松

茸狩 りを楽 しみに来 られるほどに賑 わいを呈 して

いたが、その後、土地開発、酸性雨、 また、温暖

化等 々により針葉樹林か ら広葉樹林へ と自然環境

の変化が進み、 その影響 に より松茸 の収穫量 も

徐 々に少なくなっていき、昭和50年 頃からは松茸

狩 りも出来ない状況 になった。 しか しなが ら、婦

人部 として松茸狩 りに付 き物であった松茸 ご飯の

伝統 を守 らねばとの思いか ら、過去、諸先輩方が

色々 とご苦労のすえ築 かれた炊 き方、味付け、及

び、水加減等 ・の々手法 を受け継 ぐことにさせてい

ただいた。・・後略」 と記 されている。

現在、当時の松茸狩 りの宴会小屋が棋原大字の

山中に残 っている(図5)。

Vま と め

[農山村の変貌 と松茸産出の衰微]

生活環境の変化か ら、薪や燃料 としての コクマ

掻 きが行 われな くなり、集落に近接 した里山が荒

廃、松食い虫の被害 も追い討ちをかけ、赤松林が

急速 に姿 を消 しつつある。松食い虫の被害は昭和

54年 度をピークに大発生 し、現在で もピーク時の

3割 程度の被害が続いている58)。地元の記憶か ら、

松茸減少の時期 よりやや遅れてお り、主要因 とは

言いがたい ものの、里山の荒廃 による赤松 の樹勢

後退に重 なって被害 を拡大 し、松茸の不作化 に拍



362村 社 仁史 ・種坂 英次

車をかけた可能性が高い。

平群山の景観から、茅屋根 を トタンでカバー し

た大和棟や入母屋造 りの古民家建築が姿 を消 し、

里山の維持管理 と密接 だった 「カマ ド」「薪風呂」

がな くなっている。か くして、家庭の便利 さと引

換 に里山が松林から雑木林 に変貌 し、山裾は太い

孟宗竹の林に飲み込 まれ、山の幸は秋の松茸か ら

春 の筍へ と移 り変 わっている。山の保守 には実生

活 と離れた意識的な維持管理が必要 な時代 となっ

た。

最初 に紹 介 した 「古事記』4)の雄略天皇 の歌 に

は、平群山や生駒 山(此 処の山)の 山裾 に 「い く

み竹 ・た しみ竹」が広がる様子が歌われているが、

我々の 目にす る 「平群の山」は再び古代以前の景

観 に戻ってい くのであろうか。ほ どよく人の手の

入っていた山林 ・里山の荒廃が進む現在の 「平群

の山」を見る とき、 どの様 な歌詞(カ シ)で 表現

するべ きかを思いなが ら欄筆 したい注11)。

注 記

注1)後 述するように矢田丘陵を中心 とする範囲

として捉え、現在 の行政 区域では、平群町 ・生

駒市 ・斑鳩町 ・大和郡山市 ・奈良市の一部 を対

象 としている。

注2)乞 食者(ほ かひひと)は 、門付けなどで寿

言(ほ かひごと)を 唱えて回る芸人(遊 芸の専

門家)を 指す。「ほがふ」は 「寿ふ ・祝ぶ」こと

である。この1首 目は鹿が己が身を犠牲 に して

大君 に奉仕することを詠 っている。2首 目はカ

ニの歌である。いずれ も農耕社会 にとって害を

もた らす動物であ り、鹿やカニの芸能は、それ

らが人間に奉仕するという豊作余祝行事 として

継承 されたとされる。平群の山での歌垣 に伴 う

こうした歌が、平群地域が古代王権 の中に取 り

込 まれていったことを示す平群氏の服属伝承 と

の解釈がある。

注3)平 群郡は平群郷(生 駒市南部 ・平群町域)、

那珂郷(三 郷町域)、 坂戸郷(斑 鳩 町西部域)、

夜摩郷(斑 鳩町東 部域)、 飽波郷(安 堵町域)、

額田郷(大 和郡山市南西部)の 六郷からなって

い る。平 群 山や クマ ガシ につい て、『平 群 町

史』8)で考証 され、平群山を夜摩(山)郷 の裏山

とされ、平群郷の東側、つま り矢田丘陵 として

いる。明治30年4月1日 に郡制の実施に伴い、

添下郡 と平群郡 を合わせて生駒郡が設置 されて

いる。

注4)「 平群山」の歴史的解釈や、「クマガシ」の

記録について、辰 巳和弘氏9)に より整理 されて

いる。「ハビロクマガシ」を 「古事記」垂仁記の

記事から甜 白樗(あ まか し)の 前 にあ り、神意

を問 う聖なる樹木 として位置付け、古代におけ

るカシの位置づけをしている。

注5)『 平群 町史』8)の「巨樹 ・老木 ・社寺林」に

よれば、平群町の社叢などの樹木について、広

葉樹 ではアラカシ ・ッブラジイが多 く、次いで

シラカシが繁茂 している傾向がみ られる。巨木

となり良材の採れるイチイガシは既に伐採 しつ

くされたためか、確認 されていない。現在平群

町に残 る比較的古い広葉樹林 も、ほとんどが原

始林を伐採 した後の二次的な林相 と考えられ よ

う。

注6)曾 歩 々々氏(そ ぶそぶ し)の 一族 と考えら

れる乾殿の関係 した とみ られる用水が、竜 田川

の大井手用水以外 に椿木川(大 釜川)、 伊(井)

文字川でも知 られる8)。乾殿用水 の開削時期 は、

長屋王墓西側 の道路拡 幅工事 に伴 う発掘調査

(村社担当)に より、鎌倉前期以前 と確認されて

いる2a24)。

注7)松 茸の発生環境 と松林 の樹齢の関係 につい

て、小川真氏1)の 研究があ り 「マッタケは樹齢

約20年 か ら60年 生のマッ林で発生 し、最盛期

は樹齢30年 から50年 の期間で、林内に腐葉層

が堆積 した り灌木が茂って くると発生 を停止す

る。つ まり、マツタケの発生時期 はマッ林の陽

生(典 型)林 の状態である」 とされる。瀬戸内

地域におけるマッ林 と松茸生産量の変遷につい

ては、[デ ー タベ ース 「えひめの記憶」 よ り一

「ふるさと愛媛学』調査報告書 「瀬戸内の島々の

生活文化」(平 成3年 度)]の 「アカマツ林の変

遷」で も包括的に論考されている。

注8)松 茸の上進については、様 々な論点aa3α40)

からの検討がある。

①田村憲美氏36)は 「山林用益形態 とその変化」

の項で、「年貢松茸備進 と私山」「山林 の野山

化 と在地諸階層」 をとりあげ、松茸 をめ ぐる

問題 を検討 している。松茸の備進について、

正 元元年(1259)に90本 、文永6年(1269)

に40本 、弘安2年 に10本 と減少 してお り、

その理由を、山の荒廃 ・松樹 の高齢化(赤 松
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の自然史的条件)に よる樹勢 の衰微 としてい

る。一方で、私山か ら入会山への支配形態の

変化を指摘 し、鎌倉時代 中 ・後期 の動 きとし

て松茸の産出する山の野山化 も指摘 している。

②小泉宣右氏38)はで平野殿庄 内の支配形態の変

化の中で松茸の不進 を取 り上げている。

③井上良信氏39)は平野殿荘の初期の動向の中で

松茸の不進 と東寺側 の期待度を取 り上げてい

る。

④網野善彦氏40)は、平野殿庄内の支配形態の変

化の中で松茸の不進 を取 り上げている。

注9)通 常、「(御)年 貢」 といえば米のことであ

るが、山間の小規模荘 園である平野殿庄には水

田は少 なく、東寺僧 にとって特産の松茸が最優

先産物 に位 置付 け られた ことか らこの呼称 と

なったとみられ、公事 とされた筍や瓜 とは別扱

いになっている3a37)。

注10)寛 延4年(1751)の 「梵天山松茸取の請負

願」では、松茸請主が辻本清九郎、辻本平六 と

署名捺印があ り、地元の聞 き取 りでは平群町上

庄の旧家、辻本家に関わる人物の可能性がある。

注ll)こ の報文作成 にあわせ て、あすのす平群

(平群町観光文化交流館 ・町立図書館)に おい

て、企画展 「平群の山 松茸事情」を2012年10

月中に、土曜講座を同月20日 に実施 した5960)。
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